































































































































































































































































































Strain　no．　Culture　timeMedia Species Absorbance????????????????????? ??　　　BHI
　　　B卜π
　1／10BHl
　1／10BHI
　1／10BHI
　1／100BHI
1／100BHl
　　　R2A
　　．R2A
　　R2A
1／iOBHI
1／100BHI
1／100BH1
1／1ρ00BHI
1／1，000BHI
1／1，000BHI
　　R2A
　　R2A
　　R2A
禽αノσbη70η∂5∂治∂伽ηθ5
禽αノσbノη0η∂5∂治∂〃カ！》〃旨
禽αノob！η0／7∂5∂！6∂伽ηθ5
〆40開脚）ノヨκオθ〃ψθ〆ヨ〃5
5kフん畑。η70〃∂5　SP．
禽θ〃ob1η0η∂5∂治∂〃ρ乃〃ヨ
禽θ〃obη70〃∂5∂必∂伽ηθ5
角θαob1770／7∂5∂1b∂”々乃’冶
〆10撤）較）乙ヨ，￥オθノ7㌍θ旧175
禽α！obL旧〃訪0η70η∂5メ4）0ηe〃5κ5
んb〃う∂5ρ〃7物加sp．
5ρん孟㎎0η70〃∂5∂如ノ77∂龍1吹）ノヨ〃5／5め亡θ”ヨηθ∂
5カ！7〃79ρρηγ吾瞬級7〃bη5∠5
5≧フん㎏oノηoη∂5　sp．
ルた∋〃ル4丁目1〃レ5〃7θ吻わかて）ρん〃5
伽ん0ノηAOハつわた70θヨθ
ルた∋ごカγわρん箆！5〃7θごノルr／b〃0ρゐ〃3
〃00か∂0オθ〃’αη70ゐ〃わ〃θノ75θ
ルグ白一一っレθ雌∂伽　sp．
6．09
0．63
0．55
1，30
448
0．64
0．75
0．71　・
3．82
1．98
5．11
10．1
5．02
5，41
0．94
0．59
1．90
0．58
1．36
同様であった。このように，バイオフィルム形成能
は菌株によって異なり，菌種による強弱の傾向はみ
られなかった。
考
?
　　住環境の水周りに発生するバイオフィルムは，い
わゆる水垢であり，細菌の増殖により自然に発生す
るものである。何気なく見過ごしてしまえば気にな
らないものであるが，最近，度々話題になるのは建
築様式の近代化により住環境に変化が生じたためバ
イオフィルムが多発するようになったのか，あるい
は，日々の生活を快適な住環境の中で過ごそうとい
う意識が高まり，そのため今まで以上に注意深く観
察するようになったためであろうか。いずれにしろ，
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バイオフィルムに対して関心が高まってきているの
は事実である。今後は何らかの対応策を講ずる必要
があるが，相手が微生物の集合体であるだけに容易
に制御することは困難であり，大きな課題である。
　今回の検討により，BHI寒天培地のような栄養価
の高い培地でも2日後に集落を形成できるような増
殖速度の速い菌種がバイオフィルム構成菌として生
息していることが初めて明らかになった。従来，バ
イオフィルム構成菌の測定方法として用いられてき
た貧栄養細菌の測定方法では，試料の希釈や長時間
の培養などにより，記述したAバイオフィルムのよ
うな場合では，これらの増殖速度の速い菌種は測定
対象から除外されていたものと考えられた。
　また，今回分離同定された貧栄養細菌は，これま
でバイオフィルム構成菌としては，ほとんど報告さ
れていない菌種であった7）。このことは，今回の同
定は16S　rDNAの部分塩基配列を基に行ったためと
考えられた。これら分離株のうち，種まで同定困難
な株や塩基配列の相同性から新種と思われる菌株が
多くあり，今後の分類に関する情報の蓄積が不可欠
であると考えられた。
　今回の検討結果から，富栄養培地で2日目に集落
を形成できるような増殖速度の早い構成菌は，
P．η10∬81∫∫（Aバイオフィルム）やP．α久α1∫8θηθ∫と
p．α1cψ助’1α（Bバイオフィルム）であることが明ら
かになり，いずれもP5α‘40η20ηα5属であったことに
注目したい。
結　　語
　今回の検討により，冷却塔に発生したバイオフィ
ルムでは，富栄養培地で比較的短時間に集落を形成
できる菌種も構成菌種の一員であることが初めて明
らかになった。しかし，これら分離株のバイオフィ
ルム形成とその維持における役割や他の菌株との相
互作用などはまったく未知の状態である。今後，こ
うしたことが明らかになればバイオフィルム形成抑
制においても得策が見つかるかもしれない。
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